
平成２６年７月８日

秋 田 県

強い農業づくり交付金の事業評価結果（平成２５年度評価分）について、強い農業づく

り交付金実施要綱（平成１７年４月１日付け１６生産８２６０号農林水産事務次官依命通

知）第８の７により、下記のとおり公表します。

【公表資料】

別紙様式２号 都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

【問い合わせ先】

秋田県農林水産部水田総合利用課

農産・複合推進班

電話 ０１８－８６０－１７８６



1

別紙様式２号

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

１ 推進事業（全取組共通）

該当なし



別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（秋田県　平成24年度）
メ

ニュー
メ

ニュー
事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

交付金 その他

小坂
町

㈲
ファー
ムラン
ド

畜産生
産基盤
育成強
化（肉
豚）

（共同利用畜舎の
整備に関する目
標）種雌豚1頭当た
り年間労働時間を
40%削減

24.1時間 20.3時間 19.2時間 18.0時間 18.0時間 18.0時間 14.8時間 14.5時間 96.9% オートソーティ
ングシステム
の導入によ
り、年間労働
時間の削減目
標40％に対
し、39％削減
することができ
た。

ー ー ー ー ー ー ー ー 肥育豚舎４
棟・子豚豚
舎２棟・管
理棟１棟

1,253,700,000 578,000,000 0 0 675,700,000 H20.1.31 　年間労働時間の削減
については、農場全体
の生産・管理システム
が成熟したこともあり、
ほぼ目標を達成するこ
とができた。
　飼料コストの増加・市
況の低迷により畜産を
取り巻く状況は厳しい
が、引き続き生産効率
の向上に取り組むととも
に、銘柄豚としての確
立を図っていく。

　種雌豚１頭当たり年
間労働時間はほぼ目
標に達成している。
　事業主体は銘柄豚の
取り組みに加え、今回
の事業で確立した省力
低コスト生産体系にお
いても地域のモデル経
営体となっており事業
効果が現れているが、
今後、確実に目標達成
できるよう指導する。

96.9% 総合所見

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。
　 　　２　要綱第３の４の（２）のアのただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。
　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。
　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。
　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。
　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県の評価

３年後
（平成21

年）

事業実施後の状況②

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成20

年）

３年後
（平成23

年）

特別枠
加算の
取組の
具体的
な実績

負担区分（円）

成果目標の具
体的な実績②

事業実施主体の評価

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了年月
日

達成率

目標値
（平成24

年）

目標値
（平成23

年）

２年後
（平成22

年）

都
道
府
県
費

市町村費

１年後
（平成19

年）

１年後
（平成21

年）

成果目標の具体的
な内容②

成果目標の具
体的な実績①

４年後
（平成22

年）

５年後
（平成23

年）

６年後
（平成2
４年）

都道府県平
均達成率

　畜産生産基盤育成強化（肉豚）では、オートソーティングシステムの導入により、種雌豚1頭当たり年間労働時間を40%削減するという目標をほぼ達成することができた。
　養豚を取り巻く情勢は飼料コストの上昇等により厳しくなっているが、事業主体は銘柄豚の取り組みに加え、今回の事業で確立した省力低コスト生産体系においても地域のモデル経営体と成ることが期待される。

（対象
作物・
畜種等
名）①

市町
村名

事業実
施主体

名

事業実施後の状況①

成果目標の具体的
な内容①

２年後
（平成20

年）
達成率

計画時
（平成17

年）

2




